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梅雨から始まった30度越えの真夏日の連続もなくなり、涼
しく過ごしやすい日が増えてきました。日が沈むのも早くな
り、ようやく秋になったように感じます。
夏はとても長く感じたのですが、私がきぬの郷に異動して

からはあっという間でした。異動してから毎日のように思っ
ていることは、リハビリできる時間がとても短いということ
です。病棟では一日中ゆっくりリハビリをしていましたが、
きぬの郷ではスピーディーに行わないと、すぐ帰りの時間に
なってしまうようになりました。最初の頃は、こんな短い時
間でどうやってリハ職としての役割を果たせばいいんだろう
…とよく思いました。
そんな中でも病棟にいた頃と変わらないこともありました。

それは、どんなに短くてもリハビリの時間は、利用者様と1対
1でじっくり関わることのできる特別な時間だということです。
好きなこと、苦手なこと、実は得意なこと…毎日「発見」が
あります。また、普通に行うと難しくても、工夫をすればで
きることが見つかることもあります。最近はこの「工夫すれ
ばできること」を日常生活で活かすことができれば、食事や
活動などどの場面もリハビリになるのではないかと考えるよ
うになりました。
とある利用者様は、色鉛筆をケースから取り出せず、塗り

絵のときに職員の手助けが必要でした。しかし、ケースの形
を変えると、自分で色鉛筆を取り出せるようになりました。
これは、色鉛筆を取り出し持ち直すという手の動作のリハビ
リになっていると思います。
このように、私が関わることができない時間でもリハビリが
できるよう、毎日「発見」をして、できるようになるための
工夫を利用者様の日常生活に活かしていきたいと思います。

作業療法士 宮本響

2025年の夏は記録的な暑さとなり、日本史上最も暑い夏の
一つとなりました。特に7月は全国平均気温が記録を開始した
1898年以降で最も高くなり、全国的に平均気温の記録を塗り
替える地点が多数出現しました。8月5日は群馬県伊勢崎市で
国内最高気温を更新する41.8度を観測するなど経験したこと
のないような暑さになりました。
そんな酷暑の中きぬの郷では、夏祭りを行いました。去年に

引き続きアンパンマン音頭から始まり、人形すくいや輪投げ、
かき氷を楽しみ夏を味わいました。アンパンマン音頭では、去
年の踊りを覚えている人が沢山いて練習から完璧でした。人形
すくいは破れてしまう難しい網で挑戦する人や、輪投げも小さ
い輪で挑戦し高得点を狙う人、みんな真剣にチャレンジして楽
しんでいました。かき氷は今年からぶどうシロップが追加され
全部で5種類のシロップから選べます。連日夏祭りに参加した
方はシロップを変更しながら色々な味を楽しんでいました。中
には5種類全てをかけて食べている方もいて感想を聞くとみん
な“美味しい！”と満面の笑顔で答えてくれました。夏は年々
暑さが増して外に出る機会は減ってしまいましたが、室内でも
夏を感じつつ楽しみながら夏を乗り越えることができたかと思
います。
さて、9月下旬からやっと朝晩の気温が落ちついてきて少し

身体もラクになってきたでしょうか？とは言えまだまだ30度
近い日もあり、10月まで高温傾向が続くと予想されています。
熱中症対策は引き続き行い、朝晩の寒暖差に体調を崩さないよ
うお気をつけ下さい。秋冬とみなさんが楽しめる行事を引き続
き行っていきたいと思いますので今後ともよろしくお願い致し
ます。

正看護師 萩原綾乃
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